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大学物性科学センター センター の のお い 

に の 要  
Call for Manuscripts for 

"Low Temperature and Materials Sciences (Kyoto University)"  
 

吉 1,2, 集委員会2 
1 大学大学 学研究科，2 大学物性科学センター 

K. Yoshimura 1,2 and Editorial Committee 2 
1 Graduate School of Science, Kyoto University, 

2 Research Center for Low Temperature and Materials Sciences, Kyoto University 
 

所 の にAbstractを ， い い  

  

 大学物性科学センター LTM センター ， Low Temperature and Materials 
Sciences (Kyoto University) ，環境安全保健機構が 供する寒剤・ 機 の 用者の
関係者の より 研究 ー ， ー ， ン の を いた す

た ， 集委員会 の の を いた す に た ，電
子 を にお り い た，併 に た 持 いた

すよ お いいた す り 電子 より すの ， 第 2 を
の MS-Word を用い い InDesign た QuarkXPress の 構
す た， 併 お り い お， 集委員会 の い

すの ， いた いた に よ お い す  
 
 稿  

A4 用 ター り の に 25 mm ー ンをと ， 表
， 表 ， 者・所 ， 者・所 ， ス ， ， ，

者 35mm ×40 ， 者 の に い 1 ー 目 ，
5 を け 表 を い い 1 たり全 45 ，1 ー たり

40 を に い ・ ・ に MS ， ・ に Times New Roman，
中の に MS た に る 体に い ー け

い を 用 い 表 14 point， 者・所 12 point， 10.5 point，
・表のキャ ン 10 point の を用い い 中，物 号を表す 号 体
タリ ， 号 体 ー ン 表 ，物 量と の と 号の に

ス ースを 1 い た， の に ス ースを 1 設け い ，
に い  

の のを 中に り け い ー が すの ， る け
ーの を 用 い の に ー 号を い の

の に い ， に Ref. [1,2] のスタ を に い  
 
  

    

用 号  者    の ー 号  年の お い す  
 

 [1] , 大学物性科学センター  30, 26 (2016). 
 [2] K. Yoshimura, Low Temperature and Materials Sciences (Kyoto University) 1, 13 (2003).  
  

 大学物性科学センター 集委員会, 606-8501 吉田 , 
TEL 075-753-9521,FAX: 075-753-9521, E-mail: terashim@scl.kyoto-u.ac.jp . 
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編集後記 

 

 センター 年， 号を る とに り た 年に発 た低温物質

科学研究センターが， 年 月に大 改 ， のセンター の 大学物性科学セ

ンター に り た 回の 化を に ， 大学における低温科

学，物質科学の研究環境がより い のに るよ にと おり す  

 のセンター 大学における 用に たる研究の い ーを発

する 環と ， の る を目 り組 い たいと い す  

 センター に する， の す すの をよ お いいた す  

                                         

 

 

 

 ン ー ン ー  

第 号 年 月

集委員会 集委員 吉

矢持 秀起 田 中

 務 吉田

          大学環境安全保健機構 物性科学センター

     

        

 会

72



目次 第 28号

p3 ・低温物質科学研究センターの改組と新体制

佐々木豊

研究ノート

p6 核量子性が顕在化する水素凝縮相の

量子分子動力学法を用いた探索

一液体水素－固体水素過冷却水素－

金 賢得

pl3 重い電子系人工超格子CeColn5/YbColn5における

NM Rによる研究

山中隆義

サロン

p23 ・吉田キャンパス液体ヘリウム関連設備の更新

大塚晃弘

特集

p28 ・第14回低温物質科学研究センタ 講演会研究交流会開催報告

矢持秀起

p30 一発表要旨集より

運営状況

p66 寒剤供給状況吉田キャンパス－宇治キャンパス 桂キャンパス

p68 寒剤供給関係業務担当者ヘljウムガス回収中継所責任者

p69 環境安全保健機構併任教員

p70 環境安全保健機構低温物質専門委員会委員

p71投稿案内

p72編集後記

、戸宇治キャンパス

吉田キャンパス（北部）

百万・
.. ..，院F’t断、

本邸梅内

M畠 C剖－

、d 桂キャンパス

Jilli 神社

自同字情鎌柄，eセンター
<A1•1u震酎

畑町7詑：ー




